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洋
丸
（
字
に
自
信
な
し
）」
と
記
さ
れ
、
日
本
の
船
で
あ

ろ
う
と
思
っ
た
が
、
船
員
を
見
る
と
長
髪
で
あ
り
、
現
地

の
朝
鮮
人
が
皆
長
髪
の
た
め
ま
た
疑
い
、
船
員
に
「
こ
の

船
は
日
本
に
行
き
ま
す
か
」
と
尋
ね
る
と
「
間
違
い
な
く

日
本
の
佐
世
保
港
に
着
き
ま
す
」
と
言
っ
た
。
こ
れ
で

や
っ
と
帰
れ
る
実
感
が
湧
き
、
思
わ
ず
嬉
し
涙
が
頰
を
伝

わ
り
止
め
よ
う
も
な
か
っ
た
。

こ
の
船
に
は
地
方
人
の
女
子
供
も
一
緒
で
あ
り
、
皆
、

喜
ん
で
泣
い
て
い
た
。
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一

日
、
ド
ラ
の
音
高
く
響
く
興
南
港
を
後
に
日
本
に
向
か
っ

て
の
出
港
で
あ
り
、
捕
虜
生
活
の
終
わ
り
で
も
あ
っ
た
。

後
で
知
っ
た
が
、
我
々
は
最
も
早
い
帰
国
組
で
あ
り
、
佐

世
保
に
上
陸
し
た
。

五
七
飛
大
か
ら
の
同
年
兵
の
早
川
君
は
、
ギ
ー
ド
ロ
も

北
朝
鮮
も
一
緒
で
今
で
も
交
際
し
て
い
る
。

現
在
は
家
族
に
も
恵
ま
れ
、
市
の
遺
族
会
長
を
務
め
る

と
と
も
に
、
全
抑
協
の
岐
阜
支
部
理
事
と
し
て
ご
奉
公
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
幸
せ
な
毎
日
で
す
。

心
残
り
は
、
古
茂
山
に
眠
る
戦
友
の
墓
参
り
に
行
き
た

い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
叶
わ
ぬ
夢
の
よ
う
で
す
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記

愛
知
県

中

村

恒

夫

一
、
出
生
か
ら
入
隊

長
野
県
飯
田
市
で
生
ま
れ
た
。
長
野
県
立
飯
田
商
業
学

校
中
退
（
現

長
姫
高
校
）

製
薬
業
従
事

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
〜
十
八
年
（
二
年
間
、
徴

用
に
て
三
菱
重
工
業
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
第
二
工
作
部

工
務
課
勤
務
）

二
、
ソ
連
軍
侵
攻
前

昭
和
十
九
年
徴
集
、
個
有
部
隊
号
、
第
一
斐
徳
陸
軍
病

院
｜
通
称
部
隊
号
、
満
州
第
三
四
八
部
隊

満
州
国
密
山
県
斐
徳
地
区

衛
生
部
員
の
た
め
、
九
九
式
短
小
銃

陸
軍
衛
生
兵
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長
、
教
育
助
手
、
中
隊
事
務
室
勤
務

三
、
ソ
連
軍
侵
攻

病
院
施
設
を
斐
徳
よ
り
牡
丹
江
に
移
転
業
務
中
、
開
戦

と
な
る
。
戦
闘
に
た
え
ぬ
兵
（
患
者
）
は
南
方
へ
転
送
す

る
。
独
歩
患
者
は
白
衣
よ
り
兵
装
に
着
替
え
、
病
院
に
ア

ル
コ
ー
ル
を
散
布
し
放
火
し
て
西
方
へ
進
む
。
小
銃
と
手

榴
弾
各
自
二
発
、
小
銃
弾
前
玩

、
後

に
満
た
す
。
ソ

連
軍
の
砲
爆
撃
激
し
く
、
後
退
を
重
ね
て
横
道
河
子
の
山

中
に
て
停
戦
命
令
を
受
け
武
装
を
解
除
す
。

四
、
終
戦

終
戦
直
後
の
感
想
は
、
安
堵
と
無
念
の
心
相
半
ば
す

る
。拉

古
の
収
容
所
に
て
、
約
半
月
ほ
ど
食
料
は
ほ
と
ん
ど

配
給
は
な
く
、
鉄
条
網
を
か
い
く
ぐ
り
周
囲
の
畑
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
雑
草
を
食
べ
て
飢
え
を
し
の
ぐ
。

五
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
地
へ
の
旅

拉
古
収
容
所
に
て
約
五
百
人
単
位
で
一
個
大
隊
編
成
、

行
軍
を
開
始
す
る
。
大
隊
長
は
陸
軍
砲
兵
大
尉
松
本
英
太

郎
殿
（
九
州
出
身
）。

下
城
子
駅
頭
に
て
、
ソ
連
の
主
計
兵
と
か
け
合
い
、
時

計
と
交
換
で
餅
米
二
俵
（
麻
袋
入
り
）
と
交
換
成
立
、
第

三
中
隊
全
員
に
配
る
。

拉
古
〜
グ
ロ
デ
コ
ウ
ヴ
ォ
ま
で
苦
難
の
行
軍
（
日
程
忘

却
）。六

、
抑
留
地
の
生
活

ト
ラ
ン
ス
コ
ー
フ
地
区
に
て
大
隊
（
四
中
隊
）
編
成
。

作
業
は
伐
採
が
主
だ
っ
た
が
、
そ
の
他
に
雑
役
あ
り
。

シ
ラ
ミ
の
駆
除
に
は
大
い
に
悩
ま
さ
れ
続
け
た
。
昼
休
憩

の
際
、
飯

に
て
衣
類
の
煮
沸
消
毒
す
る
も
、
帰
隊
就
寝

時
に
シ
ラ
ミ
が
進
入
し
て
き
て
防
ぐ
手
段
皆
無
（
藁
、
枯

れ
草
を
布
団
替
わ
り
に
）。
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七
、
労

役

昭
和
二
十
年
十
二
月
、
同
年
兵
の
清
水
上
等
兵
病
死

す
。
中
隊
長
の
命
で
私
と
同
年
兵
二
人
で
遺
体
を
荼
毘
に

付
す
る
。
当
日
珍
し
く
好
天
に
て
焚
き
火
の
側
で
居
眠
り

し
た
た
め
か
、
同
日
夜
よ
り
高
熱
に
て
、
薬
品
も
な
く

（
ロ
シ
ア
兵
略
奪
）、
衰
弱
極
ま
り
て
チ
グ
ロ
ワ
ヤ
陸
軍
病

院
へ
入
院
。
陸
軍
病
院
と
は
名
ば
か
り
で
天
幕
張
り
。
入

院
患
者
約
四
十
人
ほ
ど
、
連
日
死
亡
す
。
冬
期
の
た
め
穴

が
掘
れ
ず
、
死
体
は
裏
の
空
き
地
に
そ
の
ま
ま
野
積
み
の

有
様
に
て
、
病
院
は
結
局
、
働
け
ぬ
者
の
死
ぬ
ま
で
の
一

時
の
溜
ま
り
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
九
死
に
一
生
を

得
て
熱
が
下
が
り
元
の
中
隊
に
復
帰
す
る
。

伐
採
の
目
的
は
ペ
ー
チ
カ
の
薪
で
あ
っ
て
、
ノ
ル
マ
は

一
人
当
た
り
、
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
、
幅
お
の
お
の

一
メ
ー
ト
ル
に
並
べ
る
（
つ
ま
り
二
立
方
メ
ー
ト
ル
）。

別
に
こ
れ
と
い
っ
た
賞
罰
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

雪
深
い
山
中
で
の
巨
木
の
伐
採
は
、
倒
れ
る
は
ず
の
場

所
か
ら
強
風
の
た
め
意
外
な
所
に
倒
れ
、
危
険
な
目
に
し

ば
し
ば
遭
っ
た
。

深
い
雪
を
か
き
分
け
て
逃
げ
道
を
作
る
際
に
、
掘
り
進

ん
だ
地
面
よ
り
冬
ご
も
り
の
ネ
ズ
ミ
が
顔
を
出
し
、
防
寒

靴
で
踏
み
殺
し
、
ペ
ー
チ
カ
で
焼
い
て
食
べ
る
の
が
何
よ

り
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
。

八
、
抑
留
者
の
統
制
管
理

ト
ラ
ン
ス
コ
ー
フ
〜
チ
グ
ロ
ワ
ヤ
〜
ス
イ
ソ
エ
フ
カ

〜
ガ
ル
ボ
ー
シ
ャ
（
発
音
正
確
な
ら
ず
）。
伐
採
と
道
路

作
業
が
主
。

朝
、
朝
食
・
昼
食
二
食
分
配
給
あ
る
も
、
少
量
の
た

め
、
ほ
と
ん
ど
の
兵
は
朝
一
緒
に
食
べ
て
し
ま
う
。（
雑

穀
類
、
米
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
な
か
っ
た
）

昼
時
に
な
る
と
野
草
を
手
当
た
り
次
第
飯

で
ゆ
で
て

食
べ
た
。
煙
草
の
葉
を
知
ら
ず
に
食
べ
て
死
亡
せ
る
者
あ

り
。肉

類
は
全
然
記
憶
な
し
。
作
業
中
（
冬
季
）、
狼
の
残

し
た
鹿
の
肉
を
探
し
当
て
て
肉
に
あ
り
つ
い
た
。
ネ
ズ
ミ

を
と
っ
て
食
し
た
（
美
味
）。

オ
リ
ガ
港
の
付
近
に
野
営
中
、
昼
の
休
憩
中
、
松
本
大
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隊
長
殿
と
独
製
の
将
棋
を
さ
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
ナ
チ
ャ

ニ
ッ
ク
ラ
ー
ゲ
ル
（
収
容
所
長
）
に
に
ら
ま
れ
、
中
隊
で

私
一
人
の
み
転
属
と
な
る
（
日
本
に
帰
国
し
て
聞
き
ま
し

た
が
、
そ
の
日
で
一
五
大
隊
は
ナ
ホ
ト
カ
に
向
か
い
帰
国

し
た
）。
私
は
一
年
余
分
に
作
業
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
（
収
容
所
長
は
、
将
棋
を
何
か
反
ソ
的
な
作
戦
を

練
っ
て
い
た
と
勘
違
い
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
）。九

、
抑
留
中
の
生
活
と
極
限
状
態
に
お
け
る
意
識

私
の
転
属
先
は
赤
軍
第
一
三
一
自
動
車
修
理
工
場
（
ク

ラ
ー
ス
ヌ
イ
ア
ル
ミ
ー
・
ス
ト
ー
ト
リ
ー
ッ
ツ
ア
チ
ア

ジ
ー
ン
・
サ
ル
ム
）、
同
工
場
に
は
約
百
五
十
人
ほ
ど
の

日
本
兵
が
修
理
工
場
の
各
作
業
場
で
働
い
て
い
ま
し
た

が
、
今
ま
で
の
劣
悪
な
環
境
と
は
ま
る
で
違
っ
て
い
ま
し

た
。
地
獄
よ
り
天
国
に
来
た
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
八
時

間
労
働
、
日
曜
休
業
、
質
的
、
量
的
に
も
今
ま
で
の
生
活

か
ら
比
べ
れ
ば
満
足
で
あ
っ
た
。
私
は
ト
ラ
ッ
ク
の
腰
材

製
作
場
へ
配
属
さ
れ
、
さ
わ
っ
た
こ
と
も
な
い
ミ
シ
ン
を

踏
ま
さ
れ
、
ミ
シ
ン
針
を
折
っ
て
連
日
叱
責
を
受
け
ま
し

た
が
、
そ
の
う
ち
に
仕
事
に
馴
れ
て
ロ
ス
ケ
の
三
倍
ノ
ル

マ
を
達
成
を
し
て
、
工
場
長
の
戦
車
兵
の
マ
イ
ヨ
ー
ル

（
少
佐
）
に
当
工
場
で
一
番
優
秀
で
あ
る
と
、
千
人
ほ
ど

の
従
業
員
の
前
で
褒
め
ら
れ
た
。
イ
ヤ
イ
ヤ
で
あ
っ
て
も

ノ
ル
マ
以
上
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
直
さ

ず
ロ
ス
ケ
は
働
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
と
つ
く

づ
く
思
い
ま
し
た
。（
共
産
主
義
の
国
だ
か
ら
か
な
と
思

い
、
気
の
毒
に
も
な
っ
た
）

少
年
を
引
き
抜
い
て
某
所
に
連
行
し
洗
脳
教
育
、
収
容

所
に
帰
送
後
、
気
に
入
ら
な
い
者
は
、
片
っ
端
か
ら
反
動

に
さ
れ
た
。（
私
は
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
ナ
ホ
ト
カ

ま
で
反
動
扱
い
に
さ
れ
た
。
西
も
東
も
分
か
ら
ぬ
者
に
共

産
主
義
教
育
を
さ
せ
る
ソ
連
軍
の
意
図
に
憤
激
）

十
、
帰

還

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
八
日
で
、
奇
し
く
も
大
詔
奉
戴

日
で
あ
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
生
活
を
基
本
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
日
本
に
感
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謝
こ
そ
す
れ
、
不
満
な
こ
と
は
何
一
つ
な
い
と
思
う
べ

し
。

私
の
抑
留
体
験

愛
知
県

堀

内

俊

彦

出
生
か
ら
入
隊

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
四
月
二
十
二
日

神
戸
市
に

て
出
生

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
一
月

日
鉄
鉱
業
㈱
に
入
社

北
支
河
北
省
武
安
鉱
山
に
赴
任

同
年

四
月

北
支
派
遣
軍
独
立
歩
兵
第
四
四
大
隊

（
衣
第
四
二
九
六
部
隊
）
機
関
銃
中
隊
に
現
地
入
営

終
戦
を
迎
え
た
場
所

北
朝
鮮

咸
興
（
内
地
防
衛
の
た
め
移
動
中
に
転
進
し

た
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
地
へ
の
移
動
と
帰
還

東
京
ダ
モ
イ
と
騙
さ
れ
興
南
か
ら
貨
物
船
に
乗
せ
ら
れ
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
で
上
陸

①

昭
和
二
十
年
十
月
初
め
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か

ら
約
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
所
へ
収
容
さ
れ
た

②

同

二
十
一
年
十
一
月
こ
ろ

炭
鉱
の
あ
る
近
く

の
収
容
所
に
転
属

③

同

二
十
二
年
二
月
下
旬

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク

市
内
の
収
容
所
に
転
属

④

同

二
十
三
年
四
月
初
め

ナ
ホ
ト
カ
郊
外
の
第

二
労
働
大
隊
に
転
属

⑤

同

二
十
四
年
九
月
二
日

舞
鶴
に
上
陸

復
員

抑
留
さ
れ
た
時
の
状
況

終
戦
に
な
る
と
、「
我
々
の
部
隊
は
現
地
の
日
本
人
を

内
地
へ
無
事
帰
還
さ
せ
る
任
務
に
つ
く
」
と
い
う
こ
と
で

小
学
校
に
集
結
さ
せ
ら
れ
、
そ
こ
で
武
装
解
除
さ
せ
ら
れ

た
。し

か
し
、
何
も
せ
ず
何
日
か
過
ぎ
た
日
の
夕
刻
、
突
如
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